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評
・
紹

介

批
楊

寛
著

職

版

国

史

新

籾

山

明

戦
園
と
は
第
革
の
時
代
で
あ
る
。
か
つ
て
願
炎
武
が
「
周
末
風
俗
」
と
題
す

る
小
文
(
『
日
知
録
』
巻

一一二
)
に
お
い
て
い
み
じ
く
も
指
摘
し
た
通
り
、
こ

の
時
代
に
中
園
祉
曾
は
そ
の
容
貌
を
一
獲
さ
せ
る
。

古
先
聖
主
の
治
世
に
政
治
の
理
想
を
見
る
漢
人
の
筆
は
、

陵
夷
し
て
戦
闘
に
至
れ
ば
、
詐
力
を
貴
び
て
仁
誼
を
賎
し
み
、
富
有
を
先
に

し
て
鰻
識
を
後
に
す
。
(
『
漢
書
』
食
貨
志
上
)

と
い
う
批
評
を
戦
園
期
に
輿
え
た
。
だ
が
、
そ
れ
と
て
、
自
ら
の
時
代
の
弊
は

戦
園
期
に
淵
源
を
も
っ
と
い
う
認
識
に
よ
っ
て
、
そ
の
製
革
期
と
し
て
の
性
格

を
認
め
て
い
る
こ
と
に
か
わ
り
は
な
い
。

歴
史
を
設
展
の
相
に
お
い
て
と
ら
え
る
現
代
中
園
の
史
家
は
、
こ
の
時
代
を

衣
の
よ
う
に
評
償
し
た
。

春
秋
戦
圏
の
聞
は
、
中
園
史
上
の

E
大
な
第
遜
の
時
期
で
あ
る
。
経
済

・
政

治

・
文
化
を
問
わ
ず
、
各
方
面
す
べ
て
に

E
大
な
鑓
遜
が
あ
っ
た
。
開
制
園
時

代
は
ま
た
、
中
関
史
上
の
重
要
な
設
展
の
時
期
で
あ
る
。
経
済
・
政
治
・
文

化
を
問
わ
ず
、
各
方
面
す
べ
て
に
重
大
な
渡
展
が
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
我
々

が
租
図
の
歴
史
を
研
究
す
る
に
は
、
こ
の
時
期
の
歴
史
に
射
し
て
研
究
を
深

め
る
必
要
が
あ
る
の
だ
。
(
『職
閣
史
』
奮
版
序
)

載
園
史
研
究
の
今
日
的
意
義
は
、
こ
の
一
言
に
蜜
き
る
。

こ
こ
に
紹
介
を
試
み
る
楊
寛
者
『
戦
闘
史
』
(
新
版
)
は
、
こ
の
脱
皮
革
の
時

代
を
描
い
て
通
史
の
範
と
評
さ
れ
た
替
版
(
一
九
五
五
年
上
海
人
民
出
版
社

刊
〉
を
、
二
五
年
の
歳
月
を
費
し
て
増
補

・
改
訂
し
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
章
別
構
成
を
示
そ
う
。

品川
川

吾

一

回

第
二
百
十
緒
論

第
二
章
春
秋
獄
図
開
設
業
生
産
的
援
展

第
三
章
春
秋
戟
園
関
手
工
業
和
商
品
経
済
的
援
展

第
四
章
春
秋
戦
闘
聞
社
曾
制
度
的
出
演
革

第
五
章
獄
図
前
期
各
諸
侯
図
的
獲
法
運
動

第
六
章
封
建
園
家
的
機
構
及
其
重
要
制
度

第
七
章
七
強
並
立
的
形
勢
和
戦
争
規
模
的
旗
大

第
八
章
合
縦

・
逮
横
運
動
和
封
建
粂
併
戦
争

第
九
章
秦
的
統
一

第
十
章

戟

園

時
代
的

4

百
家
挙
鳴
9

第
十
一
章
戟
園
時
代
科
拳
和
科
皐
思
想
的
設
展

第
十
二
章

載
園
時
代
文
化
的
設
展

附
録
一
戦
闘
郡
表

附
録
二

餓
園
封
君
表

附
録
三
戦
園
大
事
年
表

戦
園
大
事
年
表
中
有
関
年
代
的
考
訂
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後

コus--一ロ
第
一
章
で
本
書
の
課
題
と
方
法
に
つ
い
て
述
べ
、
以
下
、
第
二
・
三
・
四
章

で
春
秋
か
ら
戟
園
へ
の
祉
曾
経
済
史
的
な
雛
化
を
通
論
、
第
五

・
六
章
で
は
、

こ
の
獲
化
を
承
け
て
戟
園
期
に
生
ま
れ
る
園
家
機
構
・
政
治
制
度
の
改
革
を
扱

う
。
績
く
第
七
・
八
・
九
章
で
秦
の
統
一
に
至
る
戟
園
の
政
治
過
程
を
載
法
の

獲
化
や
政
治
思
想
に
も
配
慮
し
つ
つ
概
述
し
た
の
ち
、
最
後
の
第
十

・
十
一
・

十
二
章
を
思
想
・
科
皐
・
文
皐
な
ど
庚
義
の
文
化
史
に
充
て
る
、
と
い
う
構
成

を
と
っ
て
い
る
。
全
健
と
し
て
諸
問
版
の
鰻
裁
を
受
け
縫
い
で
い
る
が
、
「
前
言
」

に
よ
れ
ば
、
科
皐
技
術
方
面
に
大
幅
な
増
補
を
加
え
(
第
十
一
章
は
新
た
に
設

け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
〉
、
歴
史
地
理
の
部
分
を
修
訂
し
、
ま
た
出
土
文
物
の
援

用
に
努
め
た
、
と
い
う
。
さ
ら
に
新
版
で
は
春
秋
か
ら
戟
園
へ
の
繁
化
を
奴
隷

制
か
ら
封
建
制
へ
の
移
行
と
み
る
見
解
に
従
っ
た
た
め
、
融
制
園
封
建
制
設
が
前

面
に
押
し
出
さ
れ
た
こ
と
(
後
述
〉
な
ど
が
特
徴
で
あ
る
。
な
お
「
後
記
」
で

は
、
沓
箸
出
版
以
後
に
童
書
業
・
寅
盛
時
岬
・
飽
格
洛
(
斗
・

F
r
。E
〉
ら
諸
氏

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
改
訂
に
至
る
歩
み
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。

も
と
よ
り
本
書
は
通
史
で
あ
り
、
そ
の
内
容
す
べ
て
を
紹
介
す
る
こ
と
は
徒

ら
に
紙
幅
を
費
す
だ
け
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
や
や
濁
断
的
で
は
あ
る
が
、

本
稿
で
は
評
者
の
関
心
に
従

っ
て
三
つ
の
問
題
を
と
り
あ
げ
て
検
討
を
加
え
、

紹
介
の
責
を
果
た
し
た
い
と
思
う
。
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著
者
に
よ
れ
ば
、
戦
園
史
研
究
に
は
次
の
四
つ
の
困
難
が
あ
る
と
い
う
。
第

一
に
春
秋
・
戦
闘
の
際
の
史
料
の
紋
乏
、
第
二
に
史
料
の
年
代
の
鋭
れ
、
第
三

に
史
料
の
記
す
歴
史
的
事
件
が
信
憲
性
を
紋
く
こ
と
、
そ
し
て
第
四
に
史
料
が

系
統
立
っ
た
鰍
密
な
整
理
を
経
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
(
第
一
章
)
。
こ
う
し

た
困
難
を
克
服
す
る
た
め
、
い
き
お
い
著
者
は

「史
料
の
整
理
・
鑑
別
工
作
」

す
な
わ
ち
史
料
批
剣
・
考
査
に
立
ち
入
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
本
書
の
随
所
に
織

り
込
ま
れ
た
、
時
と
し
て
細
字
で
二
ペ
ー
ジ
に
も
わ
た
る
脚
注
は
、
ほ
と
ん
ど

が
そ
の
た
め
に
割
か
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
例
え
ば
、
李
恒
と
李
克
と
は
同
一
人
物
に
あ
ら
ず
と
し
て
雀
遁
『
史

記
探
源
』
の
設
を
し
り
ぞ
け
(
一
七
一
ペ
ー
ジ
〉
た
り
、
活
臨
の
名
を
「
船
」

に
作
る
は
謀
な
り
と
す
る
(
三
五
八
ペ
ー
ジ
〉
な
ど
人
物
に
関
す
る
も
の
、
衛

鞍
の
封
邑
・
於
商
を
「
於

・
商
、
二
豚
名
」
と
す
る
史
記
索
隠
の
錯
誤
を
指
摘

す
る
(
一
九
三
ペ
ー
ジ
)
な
ど
地
名
に
関
す
る
も
の
、
『
左
惇
』
を
戟
園
初
期

の
貌
閣
の
皐
者
の
作
な
ら
ん
と
推
定
し
〈
五
二
五
ペ
ー
ジ
〉
た
り
、
『
周
穫
』

を
戦
園
儒
家
の
作
な
り
と
断
定
す
る
(
五
一
二
三
ペ
ー
ジ
〉
な
ど
書
物
に
関
す
る

も
の
、
さ
ら
に
論
議
の
多
い
「
間
左
」
を
「
豪
右
」
と
の
封
穏
に
お
い
て
郷
里

の
身
分
卑
賎
な
る
者
を
指
す
と
す
る
(
一
二
九
九
ペ
ー
ジ
)
な
ど
制
度
に
闘
す
る

も
の
等
々
、
枚
摩
に
暇
な
い
。

中
で
も
特
筆
す
べ
き
は
、
巻
末
の
「
戟
園
大
事
年
表
」
で
あ
ろ
う
。
『
史
記
』

の
六
園
年
表
に
少
な
か
ら
ぬ
錯
誤
の
あ
る
こ
と
は
、
早
く
か
ら
気
づ
か
れ
、
補

訂
の
努
力
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
際
の
依
る
べ
き
基
準
は
、
言
う
ま
で
も

な
く
『
竹
書
紀
年
』
を
措
い
て
ほ
か
に
な
い
。
清
初
以
来
、
連
綿
と
し
て
績
け

ら
れ
て
き
た
『
紀
年
』
侠
文
の
考
校
作
業
は
、
す
べ
て
戦
闘
紀
年
の
確
立
へ
と

行
き
着
く
も
の
と
し
て
評
債
で
き
よ
う
。
楊
寛
氏
に
先
立
っ
て
世
に
出
た
陳
夢

家

「
六
園
紀
年
表
」
お
よ
び
「
六
園
紀
年
表
考
査
」
(
『
燕
京
皐
報
』
第
三
四
・

三
六
・
三
七
期
一
九
四
八
|
九
年
)
は
、
こ
う
し
た
蓄
積
を
踏
ま
え
て
成
っ

た
先
駆
的
な
業
績
で
あ
る
。
本
書
の
「
戟
園
大
事
年
表
」
も
、
む
ろ
ん
『
紀
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武侯26 I 武侯26

惑王 1 1 恵王 1

I ~i35 
恵王36 惑王後元 1

惑王後元 11

1 Iふ16

後元16 i 袈王 1

衷王 1 1 

袈王23

昭王 l

寛楊陳夢家言己

武侯16

悪玉 1

恵王36

袈王 1

薬玉16

哀王 1

哀王23

昭王 1

史

335 

334 

333 

319 

318 

317 

296 

295 

年
』
を
大
き
な
依
り
ど
こ
ろ
と
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
手
順
は
よ
り
周
到
で
あ

る
。
一
例
と
し
て
貌
園
の
紀
年
を
と
り
あ
げ
よ
う
(
附
表
参
照
)
。
武
侯
の
治

世
を
二
六
年
と
み
る
こ
と
、
『
史
記
』
六
園
年
表
に
い
う
惑
王
の
年
世
を
一
年

く
り
下
げ
る
こ
と
、
ま
た
京
王
の
在
位
を
認
め
な
い
こ
と
、
な
ど
の
黙
で
雨
者

の
結
論
は
一
致
す
る
。
だ
が
、
表
に
明
ら
か
な
通
り
、
恵
王
改
元
の
数
え
方
に

お
い
て
雨
設
は
異
な
り
、
そ
の
結
果
、
職
園
末
の
紀
年
に

一
年
の
ズ
レ
を
生
じ

て
い
る
。
楊
設
は
、
恵
王
三
六
年
す
な
わ
ち
改
元
元
年
で
あ
り
、
改
元
前
は
三

五
年
し
か
な
か
っ
た
と
み
る
。
こ
れ
は
古
く
葡
国
防

・
和
嶋
ら
に
よ
っ
て
唱
え
ら

れ
た
設
で
あ
る
が
(
『
史
記
』
貌
世
家
の
集
解
に
引
く
〉
、
楊
氏
の
場
合
、
六
園

年
表
の
一
年
の
誤
排
が
こ
れ
で
説
明
で
き
る
こ
と
を
主
な
立
脚
黙
と
し
て
い

る
。
一
方
、
陳
設
は
改
元
を
翌
年
の
こ
と
と
し
、
よ
っ
て
改
元
前
を
三
六
年
と

み
る
。
古
く
は
社
預
の
『
紀
年
』
理
解
が
こ
れ
で
あ
り
(
『
春
秋
経
俸
集
解
』

後
序
)
、
近
く
は
朱
右
曾
・
王
園
維
ら
従
う
者
が
少
な
く
な
い
。
で
は

一
佳、

い
ず
れ
を
是
と
す
べ
き
で
あ
る
う
か
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
評
者
は
、
楊
氏
の

主
張
に
左
祖
し
た
い
。

『
史
記
』

貌
世
家
に
、
競
の
亥
王
八
年

「
衡
を
伐
つ
」
(
六
園
年
表
は
「
衡

を
閤
む
」
に
作
る
〉
と
記
し
、
索
際
に
引
く

『
紀
年
』
に
「
八
年
、
調
但
章

衡
を
伐
つ
」
と
云
う
。
貌
世
家
に
、
貌
の
亥
王
十
六
年
「
秦
我
が
蒲
反
・

陽
E

日
・
封
陵
を
抜
く
」
と
記
し
(
六
園
年
表
同
じ
て
索
隠
に
引
く
『
紀
年
』

は
「
青
陽

・
封
谷
」
に
作
る
。
も
っ
て
『
史
記
』
と
『
紀
年
』
の
貌
袈
王
の

紀
元
が
一
致
す
る
こ
と
を
透
明
す
る
に
足
る
。
(
五
九
八
ペ
ー
ジ
)

要
す
る
に
、
裏
王
1

|
正
し
く
は
惑
王
改
元
以
後
ー
ー
ー
の
紀
年
に
関
し
て
、
玉

名
を
誤
っ
た
こ
と
を
除
け
ば

『
史
記
』

は
正
し
い
数
字
を
示
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
あ
え
て
評
者
の
蛇
足
を
加
え
る
な
ら
、
貌
園
の
紀
年
に
か
く
も
大
き
な
錯

誤
を
犯
し
て
お
き
な
が
ら
、
そ
の
不
合
理
に
司
馬
遜
が
気
づ
か
な
か
っ
た
理
由

の
一
つ
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
あ
た
り
に
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
黙
、

陳
設
は
明
ら
か
に
弱
み
を
も
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
な
お
、
楊
氏
は
こ
の
他

に
も
、
史
料
の
丹
念
な
検
討
に
基
づ
い
て
、
自
己
の
見
解
の
補
強
に
努
め
て
い

る。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
う
し
た
史
料
批
判

・
考
讃
に
見
る
著
者
の
方
法
は
確
か

で
あ
り
、
そ
れ
が
本
書
の
叙
述
に
強
み
を
輿
え
て
い
る
こ
と
に
疑
い
は
な
い
。

氏
の
研
究
方
法
は

一
般
に

「穣
古
」
「
考
古
」
の
語
を
も
っ
て
呼
ば
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
は
右
に
み
る
如
く
「
疑
古
」
の
方
法
を
岨
鴨
し
止
揚
し
た
上
に
成
り

立
っ
て
い
る
こ
と
を
附
言
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
か
つ
て

史
回
目
干
の
研
究
は
、
第
一
に
史
料
の
批
判
を
重
ん
じ
る
。
我
止
は
史
料
を
集
め

る
ほ
か
に
、
史
料
の
分
析

・
綜
合
を
行
な
い
、
そ
の
儒
を
緋
じ
、
そ
の
民
を

求
め
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
う
し
て
の
ち
歴
史
拳
の
仕
事
は
終
る
の
で
あ
る
。
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(
「
中
園
上
古
史
導
論
」
綜
論
)

と
道
破
し
た
著
者
の
姿
勢
は
、
本
書
に
至
る
ま
で
貫
か
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
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さ
て
、
そ
れ
で
は
、
本
書
は
全
鐙
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
枠
組
み
の
中
で
戟

園
史
を
捉
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
一
言
で
言
え
ば
、
戟
園
以
後
封
建

制
設
で
あ
る
。
春
秋
戟
図
閲
の
袋
化
を
封
建
的
領
主
制
か
ら
地
主
制
へ
の
移
行

と
み
た
沓
版
の
見
解
は
、
本
書
で
は
一
縛
し
て
奴
隷
制
か
ら
封
建
制
へ
と
み
る

考
え
に
努
っ
て
い
る
。
「
前
言
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
聞
の
事
情
は
次
の
通
り
で

ホ
γ匂
。〈

醤
者
出
版
の
後
〉
私
は
自
ら
の
研
究
工
作
の
重
黙
を
、
西
周
春
秋
時
代
の

祉
晶
聞
の
歴
史
の
方
面
に
置
き
、
同
時
に
ま
た
秦
漢
時
代
の
社
禽
の
歴
史
に
封

し
で
も
初
歩
的
な
探
究
を
進
め
た
。
:
・
・
こ
う
し
た
探
究
を
通
し
て
、
私
は

古
史
の
分
期
に
射
し
て
見
方
を
愛
え
、
西
周
春
秩
時
代
は
奴
隷
制
社
曾
で
あ

り
、
春
秩
戦
園
の
際
の
袋
遷
は
奴
隷
制
か
ら
封
建
制
へ
の
も
の
で
あ
る
と
確

定
し
た
。
そ
れ
と
共
に
、
私
は
西
周
春
秋
時
代
の
奴
隷
制
社
舎
の
特
徴
に
劃

し
で
も
新
し
い
見
方
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、
戟
園
時
代
の
封
建
祉
舎
の
特
徴

に
削
到
し
で
も
更
に
進
ん
だ
認
識
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
(
二
|

三
ペ
ー
ジ
〉

こ
こ
に
言
う
「
西
周
春
秋
時
代
に
謝
す
る
新
し
い
見
方
」
は
、
一
九
五
七
年
か

ら
六
四
年
に
か
け
て
次
々
と
愛
表
さ
れ
、
の
ち
補
訂
を
経
て
『
古
史
新
探
』

(
一
九
六
五
年
中
華
書
局
刊
〉
と
題
し
出
版
さ
れ
た
。
同
書
は
言
わ
ば
、
奮

版
と
新
版
と
を
紫
ぐ
橋
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
以
下
、
同
書
を
も
適
宜

参
照
し
な
が
ら
、

新
版
『
戟
図
史
』
の
恨
幹
を
な
す
戟
園
以
後
封
建
制
設
を
検

討
し
て
ゆ
き
た
い
。

著
者
は
、
春
秋
戟
園
聞
の
土
地
所
有
の
努
化
を
、
奴
隷
制
的
井
田
制
が
崩
壊

し
、
地
主
の
私
田
所
有
を
基
盤
と
す
る
封
建
的
土
地
所
有
制
が
出
現
す
る
過
程

と
し
て
措
く
。
西
周
春
私
聞
の
王
畿
・
封
園
に
は
、
。
園
9

(

都
城
お
よ
び
近
郊

の
ぷ
却
し
に
居
住
す
る
4

園
人
。
と
多
野
。
つ
都
9

4

途
ク
と
も
呼
ば
れ
る
農

村
地
匡
〉
に
居
住
す
る
。
野
人
e

と
の
封
悔
す
る
制
度
が
あ
っ
た
。
著
者
が

d
m
途
制
度
4

と
名
附
け
た
こ
の
制
度
は
、
奴
隷
主
貴
族
と
奴
殺
と
の
階
級
封

立
の
産
物
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
階
級
的
政
奪
は
、
井
田
中
の
公
団
に
お
け

る
野
人
の
集
幽
努
働
を
通
じ
て
寅
現
さ
れ
た
。
こ
の
牧
奪
の
方
法
が
。
籍
法
。

。
助
法
。
で
あ
る
。
従
っ
て
、
公
国

・
私
田
の
医
分
を
特
徴
と
す
る
井
田
制
で

は
あ
る
が
、
私
人
に
定
期
分
配
さ
れ
る
私
回
よ
り
も
、
勢
働
力
搾
取
の
場
と
し

て
の
公
団
の
存
在
こ
そ
が
、
よ
り
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

井
田
制
の
山
間
嬢
は
、
か
か
る
公
団
の
復
落
す
る
過
程
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て

い
る
。
史
書
に
見
え
る
公
回
の
荒
蕪
す
る
さ
ま
は
、
ま
さ
に
「
公
団
不
治
」
す

な
わ
ち
公
田
上
の
農
業
生
産
力
の
衰
退
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
同
時
に
、
井
田

以
外
の
田
土
、
す
な
わ
ち
新
た
に
開
墾
さ
れ
た
私
回
が
次
第
に
増
加
し
て
来
る

の
で
あ
る
。
前
六
四
五
年
に
耳
目
園
で
寅
施
さ
れ
た
「
作
愛
国
」
「
作
州
兵
」
は
、

こ
う
し
た
井
田
制
波
落
の
傾
向
へ
の
針
路
策
で
あ
っ
た
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
前

者
は
圏
人
の
開
墾
し
た
私
回
を
合
法
化
し
、
開
墾
に
よ
り
製
勤
し
た
団
地
の
彊

界
を
承
認
す
る
こ
と
、
後
者
は
民
衆
が
イ
州
。
(
園
・
野
の
中
開
地
帯
)
で
荒

田
を
拓
く
こ
と
の
合
法
性
を
認
め
、
か
つ
て
園
人
の
み
に
課
せ
ら
れ
て
い
た
軍

賦
の
負
携
を
彼
等
に
も
要
求
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
う
。
そ
れ
は
、
井
田

制
の
崩
壊
と
い
う
現
欣
と
安
協
し
つ
つ
園
力
の
増
強
を
圏
る
措
置
と
し
て
評
債

で
き
よ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
開
墾
私
回
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
生
産
力

の
設
展
に
伴
う
小
農
経
済
の
成
長
(
第
二
章
で
概
述
さ
れ
る
〉
と
相
侠
っ
て
、

封
建
的
生
産
関
係
・
土
地
所
有
を
生
み
出
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
魯
園
の
「
初
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税
畝
」
「
作
丘
甲
」
や
鄭
の
子
産
の
改
革
、
遅
れ
て
は
秦
園
の
「
初
租
禾
」
な

ど
諸
図
の
賦
税
改
革
は
す
べ
て
、
井
田

・
私
回
ふ
た
つ
の
土
地
所
有
制
の
妥
協

を
園
り
、
進
ん
で
は
私
田
所
有
を
公
認
し
、
私
田
所
有
者
を
基
礎
と
し
た
賦
税

制
度
の
確
立
に
よ
り
富
国
強
兵
を
目
指
す
政
策
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
地
主
階

級
は
、
そ
の
合
法
的
地
位
を
獲
得
し
て
ゆ
く
。
〈
以
上
、
第
四
章
第
一
節
、
お

よ
び
『
古
史
新
探
』
所
枚
の
「
試
論
西
周
春
秋
開
的
郷
途
制
度
和
祉
舎
結
構
」
〉

春
秋
末
期
に
起
こ
る
康
範
な
奴
殺
と
卒
民
の
反
抗
闘
争
は
、
奴
殺
制
の
解
鐙

を
速
め
、
歴
史
を
前
進
さ
せ
た
。
こ
う
し
た
奴
殺
制
崩
墳
の
中
で
、
奴
隷
主
階

級
の

一
部
は
分
化
し
て
新
興
地
主
階
級
の
代
表
と
な
っ
た
。
そ
し
て
彼
等
に
よ

る
政
権
の
奪
取
が
、
春
秋
か
ら
戦
図
へ
の
政
治
史
を
彩
る
の
で
あ
る
。
魯
閣
の

三
痘
は
コ
二
分
公
室
」
「
四
分
公
室
」
に
よ
り
政
権
を
奪
い
、
菅
闘
で
は
六
卿

に
よ
る
分
割
と
封
建
的
経
済
改
革
が
進
め
ら
れ
、
「
三
家
分
菅
」
の
傑
件
が
揃

う
。
田
氏
は
舜
を
築
奪
し
、
遅
れ
で
は
戴
氏
が
宋
を
取
り
、
燕
に
名
高
い
「
澗

穣
」
事
件
が
起
こ
る
。
ま
た
、
呉
・
越
・
郷
・
秦
な
ど
の
諸
閣
で
は
一
連
の
政

治
改
革
が
断
行
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
も
ま
た
新
興
地
主
階
級
の
支
持
を
受
け
た

も
の
で
あ
っ
た
。
封
建
制
へ
の
移
行
は
、
こ
こ
に
完
了
す
る
。
(
以
上
、
第
四

章
第
二

・三
節
)

こ
う
し
て
成
立
し
た
封
建
祉
曾
H
H
戦
園
時
代
に
、
次
の
よ
う
な
階
級
構
造
を

著
者
は
想
定
し
て
い
る
。
ま
ず
第
一
は
地
主
階
級
で
あ
り
、
次
の
四
つ
の
階
層

に
匿
分
で
き
る
。
験
園
最
大
の
地
主
た
る
大
諸
侯
園
の
園
君
、
大
量
の
私
自
を

占
有
す
る
封
建
貴
族
、
軍
功
に
よ
り
政
治

・
経
済
上
の
特
権
を
得
た
功
勅
地
主

や
官
僚
地
主
、
そ
し
て
荒
地
の
開
墾

・
土
地
の
粂
併
に
よ
る

一
般
地
主
が
そ
れ

で
あ
る
。
第
二
は
封
建
園
家
の
依
附
農
民
と
呼
ば
れ
る
。
彼
等
は
園
家
よ
り
農

地
の
分
配
を
受
け
(
受
図
)
、
地
租
と
賦
役
を
負
指
す
る
が
、
そ
の
負
猪
の
重

さ
か
ら
、
農
奴
の
第
種
と
見
倣
さ
れ
る
。
第
三
に
庶
子
・
佃
農
・
雇
農
な
ど
を

傘
げ
る
。
こ
れ
は
自
己
の
土
地
を
失
い
地
主
に
依
附
し
て
生
計
を
た
て
る
存
在

で
あ
り
、
そ
の
人
身
的
依
附
の
強
さ
か
ら
農
奴
と
規
定
で
き
る
。
な
お
、
そ
の

う
ち
で
城
市
に
流
入
し
た
者
は
雇
工
あ
る
い
は
商
庖
の
手
代
と
な
り
、
市
傭

・

庸
保
・
庸
夫
・
庸
客
な
ど
と
呼
ば
れ
た
。
第
四
が
奴
隷
で
あ
り
、
罪
犯
に
よ
り

身
柄
を
波
紋
さ
れ
た
官
府
の
奴
隷
と
地
主
や
商
人
の
占
有
奴
隷
〈
私
家
の
奴

隷
)
と
に
分
け
ら
れ
る
。
著
者
は
、
封
建
制
初
期
に
奴
殺
が
存
在
す
る
こ
と
は

何
ら
不
思
議
で
は
な
い
、
そ
れ
は
地
主
階
級
が
自
ら
の
利
盆
の
た
め
に
奴
隷
制

の
残
徐
を
も
っ
て
封
建
的
搾
取
を
補
完
し
た
た
め
な
の
だ
、
と
説
い
て
い
る
。

(
以
上
、
第
四
章
第
四
節
〉

こ
こ
ま
で
を
杜
曾
構
造
論
と
す
れ
ば
、
績
く
第
五
・
六
章
で
は
相
臆
す
る
図

家
機
構

・
政
治
制
度
の
形
成
が
概
述
さ
れ
る
。
戦
圏
諸
園
の
幾
法
運
動
は
、
首

然
の
こ
と
な
が
ら
、
封
建
統
治
者
に
よ
る
農
民
統
治
の
強
化
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
る
。
そ
し
て
、
二
次
に
わ
た
る
衛
戦
(
商
鞍
)
の
嬰
法
は
、
地
主
経
済
の

設
展
を
促
し
、
中
央
集
権
的
地
主
政
権
を
樹
立
し
、
軍
隊
の
戦
闘
力
を
強
化
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
秦
園
を
速
や
か
に
強
力
な
封
建
園
家
た
ら
し
め
、
そ
の
全

国
統
一
の
基
礎
を
固
め
た
も
の
と
し
て
-
評
償
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
著
者
の
見
解
を
や
や
詳
し
く
紹
介
し
た
が
、
そ
れ
は
本
書
に
展
開
さ

れ
る
製
設
が
、
現
代
中
園
に
お
い
て
最
も
代
表
的
か
つ
高
水
準
な
も
の
と
考
え

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
奴
隷
制
・
封
建
制
と
い
っ
た
論
議
は
、
可
能
な
限
り
嘗

時
の
社
曾
構
造
全
鐙
の
中
で
把
握
す
べ
く
努
力
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
て
彼
園
の

皐
者
に
見
ら
れ
た
如
く
、
車
に
直
接
生
産
者
の
非
自
由
度
の
み
を
基
準
に
社
曾

の
性
格
を
規
定
し
よ
う
と
す
る
、

と
い
っ
た
安
易
な
姿
勢
は
克
服
さ
れ
た
か
に

見
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
か
る
長
所
を
認
め
た
う
え
で
、
な
お
か
つ
若
干

の
疑
問
を
捨
て
き
れ
な
い
と
い
う
の
が
、
評
者
の
卒
直
な
感
想
で
あ
る
。
以
下

に
そ
の

一
つ
を
記
し
、
御
敬
一
不
を
乞
い
た
い
と
思
う。
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そ
れ
は
、
春
秋
戟
園
の
蒔
換
期
に
封
建
制
の
形
成
を
み
る
際
の
、
著
者
の
論

理
構
成
に
謝
す
る
疑
問
で
あ
る
。
ま
ず
本
書
で
言
う
封
建
制
と
は
、
む
ろ
ん
時

代
医
分
概
念
と
し
て
の
経
済
的
社
禽
構
成
を
示
す
世
界
史
的
範
岡
崎
で
あ
る
こ
と

に
疑
い
は
な
い
。
こ
れ
は
大
前
提
で
あ
る
。
で
は
、
か
か
る
封
建
制
を
戟
園
期

に
検
出
す
る
際
、
著
者
は
ど
の
よ
う
な
方
法
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

評
者
の
理
解
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
次
の
二
つ
の
示
標
に
よ
る
。

①
土
地
の
開
墾
や
頁
買
に
よ
る
地
主
層
の
形
成
。

②
農
業
生
産
技
術
の
進
歩
に
よ
る
小
生
産

・
個
鰻
経
営
の
小
農
の
出
現
。

そ
し
て
既
述
の
如
く
、
個
々
の
事
例
に
つ
い
て
は
極
め
て
丹
念
に
史
料
を
引
用

し
、
寅
鐙
に
努
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
著
者
の
論
誼
は
そ
こ

ま
で
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
戟
園
期
に
「
回
、
肝
隔
を
連
ね
る
」
富
者
が
出
現
す

る
の
は
事
寅
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
嘗
時
の
農
業
技
術
が
小
農
経
営
に
基
礎
を
置

い
て
い
た
こ
と
も
首
肯
で
き
よ
う
。
だ
が
、
こ
の
二
つ
の
事
賓
が
個
別
に
検
寵

さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
経
済
構
造
と
し
て
の
封
建
制
を
論
詮
し
た
こ
と
に

は
決
し
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

も
と
よ
り
、
中
園
史
上
に
お
け
る
封
建
制
の
問
題
に
関
し
て
、
こ
こ
で
充
分

に
論
じ
る
準
備
は
な
い
。
だ
が
、
あ
る
祉
曾
を
封
建
制
と
規
定
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
単
に
①
の
如
き
「
地
主
」
の
検
設
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
か
か
る
「
地
主
」

が
少
な
く
と
も
、
自
己
の
内
に
完
結
し
た
経
済
外
強
制
の
シ
ス
テ
ム
を
も
つ
こ

と
に
よ
っ
て
園
家
権
力
を
分
割
す
る
、
文
字
通
り
の
封
建
地
主
で
あ
る
鮎
こ
そ

が
透
明
さ
れ
る
べ
き
だ
と
評
者
は
考
え
る
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
②
に
つ

い
て
も
同
様
で
あ
る
。
第
二
章
で
著
者
は
、
銭
製
農
具
の
使
用
を
は
じ
め
と
す

る
農
業
生
産
技
術
の
進
歩
が
生
産
量
の
増
加
を
も
た
ら
し
、
「
一
家
一
戸
を
単

位
と
す
る
小
生
産
・
個
燈
経
営
の
小
由
良
」
が
社
舎
の
基
礎
と
な
る
可
能
性
が
生

ま
れ
た
と
誘
く
(
第
四
節
〉
。
こ
の
小
農
こ
そ
が
、
戦
園
期
の
主
要
な
直
接
生

産
者
、
つ
ま
り
「
封
建
園
家
の
依
附
農
民
」
で
あ
る
と
い
う
の
が
著
者
の
考
え

に
他
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
明
ら
か
な
如
く
、
そ
の
根
底
に
あ
る
も
の
は
、
個
種

経
営
は
封
建
制
段
階
に
な
っ
て
初
め
て
出
現
す
る
|
|
従
っ
て
奴
隷
制
は
大
経

鐙
で
あ
る
ー
ー
と
い
う
理
解
で
あ
る
。
か
の
『
古
史
新
探
』
で
追
究
さ
れ
た
井

田
制
の
検
出
は
、
そ
の
た
め
の
必
然
的
な
要
請
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
、
井
田

制
|
|
そ
れ
が
寅
在
し
た
か
否
か
は
、
い
ま
度
外
観
す
る
ー
ー
に
お
け
る
公
団

の
役
割
に
注
目
し
て
、
こ
れ
を
集
圏
第
働
に
基
づ
く
奴
隷
制
生
産
関
係
と
規
定

し、

骨田該
祉
曾
を
奴
隷
制
と
見
倣
す
こ
と
は
、
い
さ
さ
か
早
計
と
言
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
評
者
の
考
え
る
と
こ
ろ
、
井
田
制
と
は
公
・
私
の
回
が
並
存
す

る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
何
よ
り
も
私
田
を
占
有
す
る
小

農
経
営
に
基
礎
を
置
く
理
想
図
家
像
と
し
て
捉
え
て
こ
そ
意
義
が
あ
る
と
思
う

の
で
あ
る
。
そ
し
て
寅
誼
的
に
み
て
も
、
中
園
の
農
民
は
極
め
て
早
い
時
代
か

ら
「
小
生
産
・
個
鐙
経
営
」
段
階
に
あ
っ
た
と
す
る
見
解
も
無
視
で
き
な
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
最
近
た
ま
た
ま
手
に
し
た
張
祭
芳
氏
の
「
雨
周
的
。
民
9

和
ぷ
戸
非
奴
隷
設
」
(
『
中
山
大
拳
皐
報
』
一
九
七
九

l
=
一
〉
に
は
、
蛍
時
の

農
民
が
生
産
手
段
を
有
し
濁
立
経
済
を
営
ん
で
い
た
と
の
主
張
が
賞
か
れ
て
い

る
。
だ
か
ら
彼
等
は
農
奴
で
あ
る
と
す
る
張
氏
の
結
論
は
と
も
か
く
と
し
て

も
、
全
鐙
的
に
傾
聴
に
値
す
る
論
貼
は
少
な
く
な
い
。

結
局
の
と
こ
ろ
著
者
の
論
理
構
成
は
、
戟
園
以
後
封
建
制
設
の
樹
立
に
成
功

し
て
い
る
と
は
考
え
難
い
。
し
か
も
、
所
に
よ
っ
て
は
封
建
制
が
前
提
と
な
っ

て
封
建
制
論
が
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
か
の
如
き
奇
妙
な
堂
々
め
ぐ
り
の
感
す

ら
あ
る
。
言
葉
じ
り
を
捉
え
る
よ
う
で
恐
縮
だ
が
、

蛍
時
の
封
建
園
家
に
依
附
す
る
農
民
は
、
賦
役
の
負
擦
が
非
常
に
重
く
、
寅

質
上、

農
奴
の
獲
種
(
嬰
相
的
農
奴
〉
で
あ
っ
た
。
(
一
六

0
ペ
ー
ジ
)

と
言
う
に
至
つ
て
は
、
論
理
の
逆
純
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
曲
演
奴
|
|
恨
重
に
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「
獲
相
」
と
呼
ん
で
い
る
が
|
|
の
規
定
を
重
い
負
措
と
い
う
、

程
度
の
問
題

に
締
結
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
方
法
的
に
誤
り
と
言
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
う
し
た
疑
問
は
戦
園
以
後
封
建
制
設

に
立
つ
が
故
に
生
じ
る
の
で
は
決
し
て
な
い
。
そ
れ
は
飽
く
ま
で
方
法
論
上
の

問
題
で
あ
り
、
従
っ
て
我
々
に
と
っ
て
も
決
し
て
無
縁
で
な
い
こ
と
を
、
こ
こ

に
強
調
し
て
お
い
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
政
治
過
程
、
と
り
わ
け
秦
の
統
一
を
め
ぐ
る
問
題
に
ふ
れ
て
お
き
た

前
二
四
九
年
、
秦
の
荘
喪
王
は
即
位
す
る
と
、
呂
不
意
を
相
闘
に
任
じ
、
併

合
戦
争
を
再
開
、
東
周
攻
略
を
手
始
め
と
し
て
六
園
の
地
を
次
々
と
併
合
し
て

い
っ
た
。
著
者
は
言
う
。

孝
文
王

・
荘
裏
王
に
至
っ
て
、
奈
の
統
一
完
成
は
既
に
大
勢
の
赴
く
と
こ
ろ

と
な
り
、
「
水
到
れ
ば
渠
成
る
」
ま
で
に
達
し
て
い
た
。
(一二
六
五
ペ
ー
ジ
)

秦
の
統

一
は
疑
う
絵
地
の
な
い
歴
史
的
事
寅
で
あ
る
。
だ
が
、
な
ぜ
他
な
ら
ぬ

秦
園
が
統
一
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
か
と
い
う
問
題
は
、
答
え
る
に
容
易
で

は
な
い
。
著
者
の
回
答
は
次
の
一迎
り
で
あ
る
。

①
農
民
起
義
の
作
用
|
|
園
家
の
腐
朽
し
た
統
治
カ
量
を
弱
め
、
政
治
的
に

や
や
進
ん
で
い
る
秦
図
の
象
併
推
進
に
有
利
に
は
た
ら
い
た
。

②
人
民
の
向
背
|
|
粂
併
戦
争
に
お
い
て
秦
図
は
、
罪
人
を
赦
免
し
て
都内
働

力
の
欽
乏
す
る
地
域
に
遷
し
た
り
、
陥
城
の
の
ち
城
中
の
醤
貴
族

・
大
商
人

を
放
逐
す
る
な
ど
、

人
民
の
願
望
に
比
較
的
か
な
っ
た
政
策
を
推
行
し
た
。

③
枇
曾
経
演
の
設
展
|
|
商
業
と
交
通
の
設
逮
に
よ
り
、
各
々
の
地
匿
の
経

済
的
依
存

・
連
絡
閥
系
は
既
に
密
接
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

@
人
民
大
衆
の
統
一
へ
の
欲
求
|
|
農
民
は
自
ら
の
再
生
産
活
動
の
安
定
の

た
め
に
、
地
主
は
そ
の
地
主
的
土
地
所
有
制
の
確
立

・
設
展
の
た
め
に
、
統

一
の
完
成
を
願
っ
た
。

こ
れ
ら
は
③
を
除
き
、
す
べ
て
奮
版
と
同
じ
内
容
で
あ
る
。
そ
し
て
|

|
封
建

制
設
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
別
と
し
て
も
m
||
、
奮
版
を
手
に
し
て
以

来
ず
っ
と
、
評
者
が
疑
問
を
抱
い
て
い
る
箇
所
で
も
あ
る
。

ま
ず
③
と
@
と
は
、

孟
子
の
言
葉
を
侠
つ
ま
で
も
な
く
、
融
制
園
後
宇
期
の
一

般
的
な
趨
勢
を
述
べ
た
に
す
ぎ
な
い
。
い
ず
れ
も
統
一
の
た
め
の
不
可
飲
の
僚

件
で
は
あ
る
が
、
な
ぜ
秦
が
、
と
い
う
聞
い
の
答
え
で
は
な
い
。
次
に
、

②
に

つ
い
て
は
問
題
が
多
い
。
遷
徒
の
貧
笹
が
、
人
民
に
と
っ
て
歓
迎
す
べ
き
も
の

で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
は
な
は
だ
疑
問
で
あ
る
。
ま
た
、
例
え
ば
陸
虎
地
秦
墓

竹
簡
の
『
語
書
』
は
、
秦
圏
編
入
直
後
の
南
郡
の
情
況
を
惇
え
る
貴
重
な
資
料

で
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
窺
え
る
も
の
は
、
秦
の
支
配
と
民
心
と
の
殺
離
に
他
な

ら
な
い
。
で
は
①
は
ど
う
か
。
秦
が
粂
併
戦
争
を
進
め
る
中
で
、
六
図
相
互
聞

の
、
あ
る
い
は
各
圏
内
部
の
矛
盾
を
巧
み
に
利
用
し
た
こ
と
は
、
史
書
に
記
す

と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
あ
ま
り
に
表
面
的
な
説
明
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
一
例
と
し
て
著
者
は
、
楚
図
の
「
盗
」
荘
矯
を
引
く
。
彼
に
率

い
ら
れ
た
農
民
起
義
が
楚
の
圏
カ
を
弱
め
、
ひ
い
て
は
秦
の
統

一に
有
利
に
作

用
し
た
、
と
い
う
論
理
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
場
合
l
l
hそ
れ
を
農
民
起
義
と

規
定
で
き
る
か
否
か
は
措
く
と
し
て
も
|
|
、
「
盗
」
を
生
み
出
し
た
楚
園
と

生
み
出
さ
な
か
っ
た
秦
園
と
の
祉
曾
的
保
件
の
遠
い
こ
そ
が
、
ま
ず
第
一
に
究

明
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
は
あ
る
ま
い
か
。
車
に

「
地
主
階
級
と
農
民
階
級
と
の

矛
盾
」
と
い
う
だ
け
で
あ
れ
ば
、
商
棋
の
製
法
を
経
て
封
建
制
度
の
最
も
整
備

さ
れ
た
秦
園
に
こ
そ
、
矛
盾
の
夜
露
は
あ
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

む
ろ
ん
、
綿
密
な
考
鐙
に
裏
づ
け
ら
れ
た
本
書
の
八
・
九
章
は
、
す
ぐ
れ
た

戟
園
政
治
史
た
る
を
失
わ
な
い
。
通
史
で
あ
る
本
書
に
多
く
を
求
め
る
の
は
、
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い
さ
さ
か
笠
萄
の
感
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
秦
の
統
一
に
至
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
歴
史
の
流
れ
を
卒
盤
な
史
賓
の
羅
列
に
終
ら
せ
な
い
た
め
に
も
、
本
書
の
政

治
史
部
分
に
は
も
う
ひ
と
工
夫
欲
し
か
っ
た
と
い
う
の
が
、
評
者
の
讃
後
感
で

あ
る
。
『
萄
子
』
議
兵
篇
に
、
秦
の
丘
(
を
稽
し
て
「
四
世
の
勝
あ
る
は
幸
に
非

ざ
る
な
り
。
数
(
さ
だ
め
〉
な
り
。
」
と
一
評
す
る
有
名
な
一
節
が
あ
る
。
そ
の

「
敏
」
の
よ
っ
て
来
た
る
ゆ
え
ん
を
、
秦
と
東
方
六
園
と
の
封
比
に
お
い
て
、

よ
り
内
在
的
・
賓
誼
的
に
追
究
す
る
こ
と
が
、
今
後
の
載
園
史
研
究
に
残
さ
れ

た
重
要
な
一
課
題
だ
と
評
者
は
考
え
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
三
黙
に
わ
た
っ
て
蕪
雑
な
感
想
を
述
べ
て
来
た
。
他
の
多
く
の
論

黙
、
と
り
わ
け
政
治
思
想
の
評
債
や
、
本
書
の
特
徴
を
な
す
技
術
史
・
科
皐
思

想
の
方
面
に
検
討
を
及
ぼ
せ
な
か
っ
た
こ
と
は
遺
憾
で
あ
る
。
ま
た
、
本
書
は

戟
園
の
劃
期
性
を
重
視
す
る
立
場
上
、
秦
漢
と
の
連
績
性
が
強
調
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
は
秦
漢
帝
園
の
形
成
と
は
古
代
史
上
い
か
な
る
意

味
を
も
っ
て
い
た
の
か
、
と
の
疑
問
も
嘗
然
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
個
々

の
専
門
の
方
々
に
よ
る
研
究
の
中
で
、
批
判
継
承
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
を
願
い
た

い
。
本
書
は
、
奴
隷
制
か
ら
封
建
制
へ
の
襲
革
論
を
経
糸
に
、
精
綴
な
史
料
批
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剣
・
考
詮
を
緯
糸
と
し
て
、
文
献
・
考
古
資
料
の
爾
函
か
ら
可
能
な
限
り
具
鰻

的
に
戟
園
史
像
を
描
き
出
す
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
お
り
、
現
在
望
み
う
る
最

良
の
載
園
通
史
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
は
な
い
。
だ
が
、
先
に
論
じ
た
如
く
、
そ

の
賃
設
性
が
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
無
批
剣
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
シ
ェ
ー
マ

の
再
検
討
を
せ
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
、
も
は
や
否
定
で
き
な
い
事
寅
で
あ
ろ

う
。
こ
の
意
味
で
本
書
は
、
戟
園
史
研
究
の
到
達
黙
で
あ
る
と
共
に
、
新
し
い

出
渡
黙
な
の
で
あ
る
。

著
者
・
楊
寛
氏
に
つ
い
て
は
、
多
く
を
語
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。
一
九
一
四

年
、
上
海
の
生
ま
れ
。
現
在
、
復
E
大
皐
歴
史
系
数
授
の
職
に
あ
る
。
私
事
に

わ
た
る
が
、
評
者
は
一
九
八
二
年
一
月
、
西
安
か
ら
の
途
す
が
ら
上
海
に
立
ち

寄
り
、
短
時
間
な
が
ら
著
者
と
歓
談
す
る
機
舎
を
も
っ
た
。
そ
の
さ
い
氏
か
ら

は
、
『
戟
園
史
』
新
版
の
邦
誇
が
日
本
で
準
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
不
備

の
多
い
董
設
の
『
七
園
考
』
に
代
わ
る
史
料
集
成
と
し
て
、
文
献
・
考
古
資
料

を
網
羅
し
た
『
戦
闘
曾
要
』
の
編
輯
を
進
め
て
い
る
こ
と
、
な
ど
を
伺
う
こ
と

が
で
き
た
。
い
ず
れ
も
そ
の
公
刊
が
鶴
首
し
て
待
た
れ
る
書
物
で
あ
る
。

一
九
八

O
年
七
月
上
海
人
民

出
版
社

A
5
版

六

O
五
頁
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